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光ファイバセンサが持つ様々な特長は、特
に建設分野における長大構造物への長期的
な適用に期待されてきたが、現状では十分に
展開が進んでいるとは言えない。その原因の
ひとつとして、同センサのこれまでにない特
長が、広く理解されていない点が挙げられる。
分布型光ファイバひずみセンサについては、
今までのところ国内では、技術的な標準や拠
り所となる基本的資料がない。建設分野だけ
に限らず、新技術の展開にあたっては、その
標準に類する資料は不可欠である。
上記のような事情から、建設分野における
導入マニュアルを作成し、分布型光ファイバ
ひずみセンシング技術の適用を容易にする
ことを目的とした。本マニュアルを通じて、同
センサの概要とともに、その利点や留意事項、
また活用方法を事例として紹介することで、
導入を進めるための一助としたい。

（1.1 本マニュアルの目的 より）
 体裁 （A4版） 79頁
 無料

⚫ ダウンロード申し込み方法
NPO法人 光ファイバセンシング振興協会 ホームページから
申し込みください（無料）。

http://www.phosc.jp

※本書籍は、一般の書店・生協ではお取り扱いできませんので予めご了承ください。
※サンプルは協会ホームページ http://www.phosc.jp をご覧ください。

分布型光ファイバセンサを初めて導入する方に！

分布型光ファイバセンサの導入を手助けする

「分布型光ファイバひずみセンサ
建設分野向けマニュアル」

http://phosc.jp/
http://www.phosc.jp/
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